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11. 古市剛史. 2001. 人間にいちばん近いサル、ボノボのセックスが語ること. 論座, 朝日新聞社
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こと. 生物科学 59: 2-13. 
 

13. 古市剛史 2016. ヒト科の性と社会の進化. 現代思想 44(22):106-121. 
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利貞, 伊沢紘生, 加納隆至編, サルの文化誌, 平凡社, pp. 561-581. 
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15. 古市剛史, 五百部裕. 1993. ボノボとチンパンジーのオス間関係の比較研究. 第 9 回日本霊長

類学会学術大会, 仙台市戦災復興記念館. 
 



 

 
 
 

15 

16. 古市剛史, 伊谷原一, 五百部裕, 黒田末寿, 北村光二, 森明雄, 榎本知郎, 岡安直比, 橋本千絵, 
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